






【要約】新生児マス・スクリーニングの外部標準検体を用いて正確度を分析する正式な精

度管理は、代謝異常症とクレチン症スクリーニングについて実施している。最近の精度管

理の現状を異常検体の見逃しから見ると、毎年代謝 10 検体、クレチン 5 検体程度が見逃

されており、減少する傾向にはない様である。代謝異常症検査の基礎ともいえるフェニル

アラニンや TSH が見逃され、明らかにカットオフ値より高いと考えられる検体も見逃され

ている。さらに、スクリーニングは事務的なミスによっても大きな問題が引き起こされる

ので、異常検体を報告する際に起きる記入の誤りについても見ている。事務的な誤りを繰

り返す施設もあり、一部の施設で正確度向上のために、一層の努力が必要である。先天性

副腎過形成症スクリーニング精度管理については、研究的に 2年間行っており、その結果

からは、正式に実施可能であるという結論を得ている。今後出来るだけ早く、現行の外部

標準検体を用いた精度管理の中に、先天性副腎過形成症スクリーニングの正確度テストを

加える必要がある。


